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平
成　

年
度
決
算
の
認
定
に
つ

２５

い
て
、
歳
出
全
体
の
約　

％
、
構

３０

成
比
中
最
大
で
あ
る
扶
助
費
は
、 

平
成　

年
度
か
ら
増
加
の
一
途
で

１３

あ
っ
た
も
の
が
、
当
年
度
は
７
千

万
円
余
減
少
し
、
１
０
６
億
３
千

万
円
余
で
し
た
。
そ
の
中
で
社
会

福
祉
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
と
今
後
の
見
通
し
を
、

お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
部
長　

平
成　

年
度
ま
で

２５

の
５
年
間
の
社
会
福
祉
費
を
比
較

す
る
と
、
特
に
障
が
い
福
祉
費
の

伸
び
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
扶
助
費
全
般
に
つ
い
て
ま
だ
ま

だ
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
必
要
と
さ
れ
る
方
に
は
し

っ
か
り
と
対
応
で
き
る
体
制
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当

年
度
新
た
に
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

自
立
支
援
法
施
行
後
、
今
ま
で
市

内
に
な
か
っ
た
Ⅰ
型
の
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
求
め
る
声
が
強

く
、
そ
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
開

所
に
至
っ
た
も
の
で
す
。
精
神
障

が
い
者
の
日
中
の
活
動
場
所
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
目
的
と
あ
わ
せ
、
相

談
支
援
の
充
実
、
創
作
的
活
動
や

生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
、
社
会

と
の
交
流
促
進
等
に
よ
り
障
が
い

者
の
地
域
生
活
支
援
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
と
し
て
は
、
補
助
を

基
盤
と
し
た
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
が
継
続
し
て
安
定
的
に
事
業

を
維
持
、
発
展
で
き
る
よ
う
、
ま

た
Ⅲ
型
５
事
業
に
つ
い
て
も
同
様

に
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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本
市
は
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
を
昨
年
度
と
今
年
度
の
２
カ

年
事
業
で
始
め
ま
し
た
が
、
昨
年

度
は　

件
ず
つ
２
回
に
分
け
て
募

５０

集
を
行
い
、
２
・　

倍
の
２
２
８

２８

件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
１
０
０
件
の
工
事
費
は
全

体
で
４
０
９
５
万
１
５
１
１
円
に

及
び
、
市
の
補
助
金
が
約
５
０
０

万
円
で
し
た
か
ら
、
か
な
り
の
経

済
波
及
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。
消
費
税
増
税
前
の
駆
け
込
み

需
要
と
そ
の
後
の
増
税
で
地
域
経

済
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
地
元
業

者
の
仕
事
興
し
等
、
経
済
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
、
こ
の
助
成
制
度

は
喜
ば
れ
て
お
り
、
県
内
で
は　
１５

市
町
村
、
全
国
で
は
６
２
８
自
治

体
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

非
常
に
希
望
も
多
く
、
要
望
も

強
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た

め
に
も
、
来
年
度
以
降
も
ぜ
ひ
実

施
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
は
確
か
に
経
済
効
果
が
あ
り

ま
す
。
私
ど
も
の
分
析
で
は
、
こ

の
１
０
０
件
の
工
事
費
総
額
が
４

０
９
５
万
２
千
円
出
て
お
り
、
種

を
ま
い
て
実
ら
せ
る
と
い
う
部
分

に
お
い
て
は
成
果
が
出
て
い
る
と

思
い
ま
す
。地
域
経
済
の
活
性
化
、

そ
し
て
特
に
中
小
零
細
の
企
業
に

対
し
て
仕
事
の
機
会
が
増
え
、
さ

ら
に
は
、
市
民
の
住
宅
環
境
の
向

上
も
期
待
で
き
る
わ
け
で
す
し
、

平
成　

年
度
以
降
も
、
実
績
を
踏

２７

ま
え
て
、
引
き
続
き
事
業
の
実
施

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
の

２５

実
質
単
年
度
収
支
額
は
前
年
度
の

約
２
億
９
千
万
円
よ
り
約
９
千
万

円
増
の
約
３
億
８
千
万
円
と
な
り

４
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

決
算
の
評
価
と
将
来
展
望
及
び
退

職
手
当
債
・
核
づ
く
り
関
連
債
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

「
多
額
の
市
債
を
抱
え

る
下
水
道
事
業
を
は
じ
め
都
市
基

盤
の
維
持
更
新
な
ど
今
後
増
加
す

る
行
政
需
要
に
対
し
て
財
源
を
確

保
し
て
い
く
厳
し
さ
に
変
わ
り
は

な
い
。
財
政
健
全
化
策
を
全
庁
体

制
で
確
実
に
実
施
し
、
行
政
改
革

を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
」

と
監
査
意
見
書
に
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
ま
さ
に
緊
急
財
政
対
策
本

部
を
置
い
て
以
来
私
の
抱
い
て
い

る
継
続
し
た
思
い
で
す
。
当
該
年

度
執
行
し
た
３
７
１
事
業
は
、
前

倒
し
を
し
た
も
の
こ
そ
あ
れ
先
送

り
し
た
事
業
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
る
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
り
、 

絞
る
と
こ
ろ
を
絞
っ
て
予
算
編
成

を
し
た
中
で
さ
ら
に
減
量
し
て
ひ

ね
り
出
し
た
倹
約
の
成
果
が
９
億

円
余
で
あ
り
、
本
当
に
大
変
な
成

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

退
職
手
当
債

は
、
大
量
退
職
を
迎
え
た
平
成　
１８

年
度
か
ら　

年
間
の
措
置
と
し
て

１０

借
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
現
在
見
直
し

作
業
中
の
実
施
計
画
の
中
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
庁
舎
・

文
化
会
館
・
体
育
館
等
の
核
づ
く

り
債
は
、
平
成　

年
度
を
も
っ
て

３１

償
還
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
今
ま
で
に
な

２５

い
市
民
参
加
が
あ
り
、
事
業
が
し

っ
か
り
見
え
る
減
災
の
シ
ェ
イ
ク

ア
ウ
ト
訓
練
の
充
実
や
、
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
一
斉
交
換
、
そ
し

て
市
民
の
大
願
で
あ
る
座
間
総
合

病
院
の
誘
致
活
動
な
ど
、
多
く
の

事
業
が
大
き
く
推
進
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
を
初
め
当
局
の
皆
さ
ん
の
ご

努
力
に
対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
。

決
算
に
当
た
り
、
市
長
に
こ
の
年

度
の
市
政
に
つ
い
て
、
総
括
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
歳
出
で
は
、
政
令
市
を
除

く
神
奈
川
県
下　

市
の
１
人
当
た

１６

り
の
性
質
別
経
費
を
比
較
す
る
と
、 

過
去
２
年
間
と
も
、
本
市
は
義
務

的
経
費
で
あ
る
扶
助
費
が
１
位
で

あ
る
一
方
、
人
件
費
と
投
資
的
経

費
が
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し

て
い
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
長　

地
方
自
治
体
の
行
政
は
、 

堅
実
な
財
政
運
営
と
着
実
な
事
業

執
行
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
平

成　

年
度
は
、
こ
れ
が
か
な
っ
た

２５
年
度
で
あ
る
と
私
自
身
評
価
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
が
県
下
最

下
位
で
義
務
的
経
費
で
あ
る
扶
助

費
が
１
位
で
あ
る
状
況
は
、
本
市

の
特
徴
で
あ
り
、
こ
れ
は
少
な
い

経
費
に
よ
っ
て
大
き
な
額
の
扶
助

費
を
執
行
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
評
価

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
中
で
も
前
年
度

比
約
５
割
以
上
の
投
資
的
経
費
増

額
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

遠
藤
市
長
が
就
任
さ
れ
て
以
来
、 

同
一
政
権
が
年
度
を
通
じ
て
国
政

を
担
っ
た
の
は
、
こ
の
平
成　

年
２５

度
が
初
め
で
す
。
厳
し
い
本
市
の

財
政
状
況
の
中
、
安
定
し
た
政
権

下
で
市
政
運
営
に
当
た
ら
れ
た
率

直
な
ご
感
想
を
伺
い
ま
す
。

　

個
別
事
業
で
は
、
都
市
部
所
管

の
分
野
で
、
芹
沢
公
園
第
４
工
区

の
用
地
取
得
や
、
相
模
が
丘
仲
よ

し
小
道
再
生
整
備
事
業
に
お
い
て
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
く
ら
百
華
の
道
と

の
協
働
に
よ
り
第
３
工
区
の
再
生

整
備
が
完
了
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
事
業
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

平
成　

年
度
の
予
算
編

２５

成
の
際
、
第
二
次
安
倍
政
権
が
発

足
し
て
す
ぐ
に
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
の
大
型
補
正
が
打
ち
出
さ
れ
、 

こ
れ
を
い
か
に
取
り
込
ん
で
い
く

か
を
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
ま
し

た
。
国
の
施
策
の
継
続
性
を
考
え

る
と
、
安
定
し
た
政
権
が
あ
る
こ

と
は
、
市
と
し
て
も
国
の
施
策
を

中
長
期
的
に
見
通
す
こ
と
が
で
き
、 

政
策
の
立
案
、
運
営
が
や
り
や
す

い
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

平
成　

年
の
芹
沢

２９

公
園
の
全
面
開
園
に
向
け
、
市
民

参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
、
全
て
の
年
齢
層
の
皆
様
が
多

面
利
用
で
き
る
よ
う
な
計
画
づ
く

り
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
模
が
丘
仲
よ
し
小
道

再
生
整
備
事
業
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
さ
く
ら
百
華
の
道
と
維
持
管
理

の
協
定
を
締
結
し
、
地
域
環
境
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　
　

公
明
党
（
稲
垣　

敏
治 
議
員
）

義
務
的
経
費
と
投
資
的
経
費
の

　
　
　
　

事
務
執
行
に
つ
い
て
総
括
を
！

日
本
共
産
党 
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

来
年
度
以
降
も
実
施
を

　
　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

増
え
続
け
る
社
会
福
祉
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
対
応
は

ざ
ま
大
志
会 
（
池
田　

徳
晴 
議
員
）

　

年
度
決
算
の
評
価
と
将
来
展
望

２５
　
　
　
　
　
　

及
び
市
債
の
状
況
を
問
う

新
政
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司 
議
員
）

平
成　

年
度
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
問
う

２５

　市役所７階の議場入口正面で受け付けしています（各委員会の傍聴は、６階の
議会事務局にお申し出ください）。
　なお、本会議は市役所１階市民サロンのテレビモニターでもご覧いただけます。
　どうぞお気軽にご利用ください。
　本会議・委員会は、午前９時に開会する予定です。

議会を傍聴しましょう

１１月２０日　（木）　議会運営委員会
　　２７日　（木）　本会議（開会・提案説明・総括質疑）
１２月４日　（木）　本会議（一般質問）
　　５日　（金）　本会議（一般質問）
　　８日　（月）　本会議（一般質問）
　　１０日　（水）　企画総務常任委員会
　　　　　　　　健康福祉常任委員会
　　１１日　（木）　教育市民常任委員会
　　　　　　　　都市環境常任委員会
　　１２日　（金）　基地対策特別委員会
　　　　　　　　議会改革特別委員会（午後１時～）
　　１７日　（水）　議会運営委員会
　　１９日　（金）　本会議（討論・採決・閉会）

　● 平成２６年第４回定例会の開催予定　● 


